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平
成
23
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、
平
成
23
年
度

決
算
の
歳
入
・
歳
出
の
内
容
や
個
別
事
業
の
決
算
額
、
財
政
の
健
全
性

に
関
す
る
指
標
と
な
る
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
決
算
報
告

歳入総額
36億2,528万6千円

用語解説
地方交付税
国から町に交付
される交付金

町債
町の借入金

国庫支出金
国からの補助金
や委託金など

県支出金
県からの補助金
や委託金など

町税
町民の皆様が納
めた税金

繰越金
前年度から翌年
度へ持ち越した
金額

一
般
会
計
決
算
の
概
要

平成２３年度の
ふるさと応援寄付金は
２,３８９,０００円です。

その他には、繰入金、地方譲与税、寄付金などがあります。
　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決

算
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と

歳
入
が
３
億
１
，
４
７
１
万
８

千
円
（
８
・
０
％
）
の
減
、
歳

出
が
５
億
１
，
４
６
６
万
５
千

円
（
13
・
２
％
）
の
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
新
潟
・
福

島
豪
雨
災
害
に
係
る
復
旧
事
業

や
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
大
き

な
事
業
を
平
成
24
年
度
に
繰
り

越
し
た
た
め
で
す
。

　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
で
は

町
民
一
人
当
た
り
１
３
６
万
９

千
円
が
使
わ
れ
た
計
算
で
す
。

（
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
の

人
口
２
，
４
７
６
人
で
計
算
）

　

な
お
、
目
的
別
歳
出
内
訳
、

特
別
会
計
決
算
、
健
全
化
判
断

比
率
、
資
金
不
足
比
率
は
４
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
質
収
支
額

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
収
支
は
２
億
３
，
４
２
０
万

円
の
黒
字
で
す
が
、
こ
の
中
に

は
平
成
23
年
度
で
完
了
し
な
か

っ
た
た
め
平
成
24
年
度
で
引
き

続
き
実
施
す
る
事
業
な
ど
に
使

う
財
源
１
億
１
，
６
２
６
万
６

千
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
差
し
引
い
た
平
成
23
年
度

の
実
質
的
な
収
支
は
１
億
１
，

７
９
３
万
４
千
円
の
黒
字
と
な

り
ま
す
。

　平成２３年度は「ふるさ
と応援寄付金」として県内
外３３名の方々からご寄付
を賜りました。皆様の暖か
いお志に心より御礼申し上
げます。
　この寄付金は、平成２４
年度の事業に使わせていた
だきます。
平成２３年度の主な使い道
妖精の里商品券補助事業
 充当額１００万円
地域支えあい支援事業
 充当額６３万５千円

地方交付税
1,760,958
（48.6％）

町税
459,240
（12.7％）

国庫支出金 
413,129
（11.4％）

県支出金
388,719
（10.7%）

町債
266,114
（7.3%）

繰越金
92,278
（2.5%） その他

244,848
（6.8%）

（　）は構成比

単位：千円
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歳出総額（性質別）
33億9,108万6千円

その他には、貸付金、出資金があります。

人件費
587,561
（17.3%）

物件費
482,778
（14.3%）

繰出金
 395,271
（11.7%）

普通建設事業費
379,490
（11.2%）

公債費
377,680
（11.1%）

積立金
 321,505
（9.5%）

補助金等
318,756
（9.4%）

災害復旧事業費
230,438
（6.8%）

維持補修費　
143,373（4.2%）

扶助費
75,181（2.2%）

その他
79,053（2.3%）

（　）は構成比

投資的経費
　普通建設事業費と災害復旧
費からなり、施設や道路の整
備など将来に残るものに対し
て支出させるものです。
主な事業と事業費
•災害復旧事業
　２億３,０４３万円
•道の駅かねやま整備事業
　（こぶし館改修設計など）
　５,９７６万円

義務的経費
　人件費、公債費及び扶助費
からなり、支出が義務付けられ
ている義務的経費は、前年度
に比べて８,１５３万円（７.３
％）の減となりました。
項目及び額（前年比）
•公債費
　３億７,７６８万円
　（２０.６％減）
•人件費
　５億８,７５６万円
　（３.０％増）
•扶助費
　７,５１８万円
　（１.１％減）

その他の経費
　歳出のうち、投資的経費と
義務的経費以外の経費は、前
年度に比べて、５億８,２０６
万円（５０.２％）の増となりま
した。
項目及び額（前年比）
•物件費
　４億８,２７７万円
　（５７.１％増）
•繰出金
　３億９,５２７万円
　（３８.３％増）
•補助金等
　３億１,８７５万円
　（１４.２％増）
•積立金
　３億２,１５０万円
　（１１９.５％増）

改修されるこぶし館

単位：千円
用語解説

人件費
議会議員や各種委員の報
酬、職員給与など

物件費
需用費、備品購入費など

繰出金
特別会計の事務経費など

普通建設事業費
町道の改良工事など

公債費
町が借りた町債の返済金

積立金
基金などへの積み立て

補助金等
さまざまな団体などへ支
払う補助金や報償費

災害復旧事業費
大雨、暴風、地震などの
災害により被災した施設
を復旧するための経費

維持補修費
町施設の維持保全など

扶助費
福祉対策などの社会保障
にあてる費用

3 広報かねやま　24.10.10



特別会計決算
会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出

国民健康保険事業勘定（医療費） ３億７, ５７７万円 ３億４, ７８６万円
国民健康保険施設勘定（診療所） １億５, ９７５万円 １億５, ９７５万円
簡 易 水 道 事 業 １億９, １３１万円 １億７, ６０７万円
町 営 バ ス 事 業 ２, ２１１万円 ２, ２１１万円
農 業 集 落 排 水 事 業 ４５６万円 ４５６万円
介 護 保 険 事 業 ４億７, ２４６万円 ４億６, ９８４万円
特定地域生活排水処理事業 １億１, ０５８万円 １億１, ０５８万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 ４, ４３７万円 ４, ４３２万円
特定環境保全公共下水道事業 １億２, ７３９万円 １億２, ７３９万円

健全化判断比率

指　標　名
金山町の比率 早期健全化

基　　　準
財 政 再 生
基　　　準平　成

23年度
平　成
22年度

①実質赤字比率 ― ３.０ １５.０ ２０.０
②連結実質赤字比率 ― ０.８ ２０.０ ４０.０
③実質公債費比率 ８.５ １１.６ ２５.０ ３５.０
④将来負担比率 ― ２１.３ ３５０.０ ―

資金不足比率
会　計　名 金 山 町 の

比　　　率
経営健全化
基　　　準

簡易水道事業特別会計 ― ２０.０
農業集落排水事業特別会計 ― ２０.０
特定地域生活排水処理事業特別会計 ― ２０.０
特定環境保全公共下水道事業特別会計 ― ２０.０
※赤字または資金不足が生じていない場合は「－」で示しています。

　

平
成
23
年
度
決
算
で
は
、
平

成
22
年
度
に
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
国
庫
補
助
金
の
収
入
が

遅
れ
た
た
め
生
じ
た
、
一
時
的

な
歳
入
不
足
に
よ
る
赤
字
が
解

消
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負

担
比
率
に
つ
い
て
は
、
近
年
の

起
債
事
業
の
抑
制
を
は
じ
め
と

す
る
歳
出
全
体
の
抑
制
や
、
繰

上
償
還
に
よ
る
起
債
残
高
の
減

な
ど
の
効
果
に
よ
り
昨
年
度
の

比
率
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
指
標
な
ど

を
参
考
に
し
な
が
ら
将
来
を
見

据
え
た
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

一般会計歳出（目的別）
名　　前 金　　額 構成比（％） 主　な　用　途
総 務 費 ８億９,０２９万円 ２６.３ 町行政の管理全般
民 生 費 ５億３,６５６万円 １５.８ 高齢者・障害者・児童等の福祉対策
公 債 費 ３億７,７６８万円 １１.１ 国や金融機関からの借入金（町債）の返済
衛 生 費 ３億２,３４６万円 ９.５ ごみ処理、健康診断、予防接種等
土 木 費 ３億１,０１２万円 ９.２ 町道の改良・修繕・道路除雪
災害復旧費 ２億３,０４４万円 ６.８ 農林水産施設・土木施設の災害復旧事業
商 工 費 １億８,７８１万円 ５.５ 商工業・観光の振興
教 育 費 １億６,６８７万円 ４.９ 小中学校教育全般、文化の振興
消 防 費 １億２,２６１万円 ３.６ 消防施設の整備・修繕、防災対策
農林水産費 ８,７８４万円 ２.６ 農林水産業の振興、林道改良・修繕
議 会 費 ５,９２７万円 １.８ 町議会の運営
諸 支 出 金 ５,８０２万円 １.７ 平成２３年度予算を２２年度に充てたもの
労 働 費 ４,０１１万円 １.２ 失業対策、雇用対策
合 計 ３３億９,１０８万円 １００.０

町
の
財
政
指
標
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町職員・町特別職の給与などのお知らせ
　町一般職員の給与などは人事院と県人事委員会の勧告を基に、町長や議会議長などの特別職の給
与（報酬）などは、金山町特別職報酬等審議会の審議に基づき町議会の議決を経て条例により支給さ
れています。

１ 職員給与（一般行政職の平成２４年１０月現在の平均給料月額は３１１,９７９円、平均年齢は４０.８歳）
平成２４年度給料 期末・勤勉等手当 計
２億５,８７１万円 ９,０８４万円 ３億４,９５５万円

初　任　給
大 学 卒 １７５,１００円
短 大 卒 １５５,４００円
高 校 卒 １４２,５００円

６月 １２月
期 末 手 当 １.２２５か月 １.３２５か月
勤 勉 手 当 ０.６７５か月 ０.６７５か月

一　般　行　政　職
医療職 技　能

労務職 計
１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標準的
な職務 主事 主査

係長
主任主査
主査

主幹
係長 課長 課長

職員数 ８人 ６人 １９人 １２人 ４人 ４人 ５人 ５人 ６３人
構成比 １２.７％ ９.５％ ３０.２％ １９.０％ ６.４％ ６.４％ ７.９％ ７.９％ １００％

町　長 副町長 教育長 議　長 副議長 議　員
給料（報酬）の月額 701,000円 567,000円 528,000円 253,000円 204,000円 183,000円
期末手当の支給割合 ６月は１.４か月分、１２月は１.５か月分

課係等名 人　員 課係等名 人　員 課係等名 人　員 課係等名 人　員
総 務 １２ 保 健 福 祉 ７ 上 下 水 道 ４ 診 療 所 ５
復 興 政 策 ３ 住 民 税 務 ５ 農 林 振 興 ４ 保 育 所 ６
議会・監査 １ 出 納 ２ 商 工 観 光 ２ 横田出張所 １
教 育 ５ 建 設 ６ 合 計 ６３

４ 職種別職員数

２ 初任給 ３ 諸手当

５ 特別職の給料（報酬）などの状況

６ 一般職員の配置状況（平成２４年１０月現在）
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子どもたちの力走

　９月８日、中川グラウンドで今年で２９回目の
開催となる中川校友会運動会が行われました。こ
の運動会は現在町で唯一、地域で開催している運
動会です。旧中川小学校の学区に住む方や、その
地区にゆかりのある方々が参加しました。
　運動会はゲートボールやジャンケン競争など、
子どもからお年寄りが対象となった様々な競技が
行われ、参加した方々は住民間の交流を深めまし
た。また、当時中川小学校で使われていた綱で男
女対抗の綱引きも行われ、会場は笑いと歓声に包
み込まれました。

秋晴れのもと、歓声が響く
中川校友会の運動会開催

力が入る綱引き

家族も参加した「元気玉シュート」

親子で楽しく踊った「おはよう体操」

　９月２９日、中川グラウンドで川口保育所・横
田保育所合同運動会が行われました。両保育所合
わせて３２名の子どもたちは、この日のために何
度も練習を繰り返してきました。
　開会式では、年長組の大竹三

み

洸
ひろ

君、押部健
けん

生
せい

君、
押部将

しょうだい

大君が三人で元気に「僕たちは転んでも泣
きません。最後まで頑張ります」と誓いの言葉を述
べ、来場者から暖かい拍手が送られていました。
　個人競技の他、親子で参加する競技もたくさん
盛り込まれ、参加者の皆さんが楽しみながら参加
できる運動会となりました。

グラウンドに響く歓喜の声
町内保育所合同運動会が行われる
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絵ろうそく作りに挑戦

美しい歌声を披露する遠藤さん（左）と加藤さん

　国際青少年音楽祭に参加するため、９月３０
日からスロベニアとポルトガルに遠征する川口
高校総合文化部音楽班の、遠藤早百合さん（西
谷）と加藤史子さん（大栗山）が、９月１３日役
場を訪れ、長谷川町長に歌を披露をしました。
　歌を聴いた長谷川町長は「柔らかい歌声で大
変感心しました。外国の文化に触れ、これを機
会に外国の友達も作って充実した遠征にしてほ
しい」と激励しました。二人は「見知らぬ国の文
化に触れることが今から楽しみです」と抱負を
述べました。二人の歌声は１０月２０日から２
日間公開される川口高校文化祭で披露されます。

心のこもったハーモニーを届けます
川口高校総合文化部音楽班

　横山高
たか

次
じ

さん（川口）の畑で栽培された赤カボ
チャの中に、珍しい双子の赤カボチャが見つか
りました。１つの茎から２つの赤カボチャが分
かれないまま成長したようです。
　横山さんの畑では、今年２０個ほどの赤カボ
チャが穫れました。赤カボチャはご自宅用のほ
か、知り合いや親戚におすそわけしたそうです。

横山高次さんの畑で
双子の赤カボチャが穫れる

双子赤カボチャを手にする横山さん

　９月１２日、金山小学校で全校児童とその家
族を招き、「祖父母学級」が行われました。絵ろ
うそく、紙粘土人形、軽石で物作り、昔遊び、
茶道という趣向を凝らした５つの講座が設けら
れ、児童たちはご家族の方や講師のアドバイス
を受けながら作業しました。
　絵ろうそく学級では渡部藤吉さん（宮崎）の指
導のもと、竹ひごに和紙とイグサをまいた柄に
２０数回ロウをからめるという根気のいる作業
が続きました。初めて体験する児童やご家族も
多くその伝統工芸の奥深さを知ることができま
した。

家族との共同作業を楽しむ
金山小学校で祖父母学級
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米寿の記念品を受け取る押部明郎さん（八町）

　９月２６日と２７日の両日、秋の全国交通安
全運動の一環として町内小学校による鼓笛パレ
ードが行われました。２６日は横田地区と越川
地区の住民の皆さんの前で横田小学校全校児童
が堂々と演奏を披露しました。

交通安全を呼び掛ける
町内小学校で鼓笛パレード

　９月１９日、金山小学校で第２０回体育交流
会陸上記録会が行われ、金山、三島、昭和の三
町村小学校児童が参加しました。この日はあい
にくの雨模様でしたが、選手の熱い闘志、会場
の声援、真剣な眼差しが晴れの日のような雰囲
気を作っていました。
　元気な小学生の姿を見守る地域の方々やご家
族の微笑みなどが印象に残る大会となりました。
（この記事は役場で職場体験学習を行った川口高
校１年の三井貴博さん、写真は賀

か

川
がわ

日
ひ

菜
な

子
こ

さん
によるものです。）

雨天に負けない元気な声
みんな輝く、陸上記録会

力強い声を出し、ボールを投げる児童

　９月１７日、町民体育館で金山町敬老会が行
われ、対象者９２７名のうち３３７名が参加し
ました。挨拶に立った長谷川町長は「町は高齢
者の皆さんが幸せを感じながら生活できること
を目指しています。高齢者の方々の今までの経
験や知恵は町の大きな財産です。是非、若い世
代に伝えてほしいと思います」と話しました。
　来賓祝辞のあと、米寿記念品贈呈が行われま
した。今年米寿になる方は４１名で、金婚式を
迎えるご夫妻は７組でした。表彰式の終了後、
参加者は演歌歌手の一

ひと

節
ふし

太
た

郎
ろう

さん、若山かずさ
さんによる歌謡ショーを楽しみました。

人生経験を若い世代へ
金山町敬老会が行われる

取材をする賀川さん（左）と三井さん

整然としたパレードを行う横小児童

　２７日は金山小学校の３年生から６年生まで
がパレードをし、川口、西谷、本名、橋立各地
区を巡りました。沿道のパレードを見守る地域
の皆さんが児童に拍手を送っていました。

鼓笛パレードで交通安全を呼び掛ける金小児童
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　９月２５日、横田小学校で５月に苗植えをし
たコガネモチの稲刈りをしました。当日はあい
にくの雨模様でしたが、作業中に天候も良くな
り、児童たちは雨を吸って重くなった稲を一生
懸命運びました。

待ちに待った収穫
町内小学校で稲刈り体験

刈り取った稲を運ぶ児童たち（横田小学校）

稲を刈る児童たち（金山小学校）

　また、翌日の２６日には金山小学校でもコガ
ネモチの稲刈りをしました。上級生たちは手作
業で丁寧に稲を刈り、下級生たちは稲かけに刈
り取った稲を運ぶ作業を行いました。
　両校で育てたもち米は地域の方々に振る舞う
予定です。

沼御前神社で発見された短刀

健闘する選手たち

　昨年暮れに、五十島文栄さん（沼沢）らにより
沼御前神社から発見された短刀が地域の話題と
なっています。短刀は長さ１７.５㎝。１５４０
年に備

びしゅ う お さ ふ ね

州長舩（現在の岡山県瀬戸内市長船町）祐
すけ

定
さだ

の作で、当時沼沢を本拠地としていた沼沢出
雲守が沼御前神社に奉納したとみられています。
　今年６月、沼御前神社代表役員の渡部ヒロ子
さん（川口）が会津坂下警察署に発見届を提出し、
９月１３日に会津若松市で開催された刀剣類登
録審査会（県教育委員会主催）で登録を受けまし
た。短刀は県立博物館に寄託され、今後さらに
歴史的価値等を調査する予定です。

４７０年の時を経て
輝きふたたび

　第６回市町村対抗福島県軟式野球大会１回戦
は９月２９日、県営あづま球場（福島市）で行わ
れました。午前８時からの試合開始にもかかわ
らず、町からは応援団が駆けつけ、声援を送り
ました。試合は１対１６で敗れましたが、健闘
した選手たちに暖かい拍手が送られました。　
　監督を務めた五ノ井泰範さん（水沼）は、「残
念ながら目標としていた一回戦突破はなりませ
んでしたが、水害を乗り越え、２年ぶりの大会
出場で選手一同精一杯のプレーをしました。来
年こそは第２回大会以来の勝利を目指し頑張り
ますので、ご声援をお願いします」と来年への
決意を述べました。

第２回大会以来の初戦突破を目指すも
強豪富岡町に敗れる
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お
知
ら
せ

納期限は

10月31日
です

今月の納税

●
町

・

県

民

税　
　

３
期
分

●
固

定

資

産

税　
　

３
期
分

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

３
期
分

●
保　
　
　

育　
　
　

料　
　

10
月
分

●
か
ね
や
ま
ネ
ッ
ト
利
用
料　
　

後
期
分

納め忘れに
ご注意くだ
さい

★
10
月
★

▼
17
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
20
日（
土
）

•
若
桐
祭
（
一
般
公
開
）

　

正
午
〜 

川
口
高
校

▼
21
日（
日
）

•
若
桐
祭
（
一
般
公
開
）

　

午
前
10
時
〜 

川
口
高
校

▼
27
日（
土
）〜
28
日（
日
）

•
奥
会
津
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

　

午
前
10
時
〜

 
 

町
民
体
育
館
周
辺

▼
28
日（
日
）

•
か
ね
や
ま
健
康
と
福
祉
ま
つ

り

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

町
民
体
育
館

★
11
月
★

▼
１
日（
木
）

•
は
い
は
い
ク
ラ
ブ

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
２
日（
金
）

•
リ
ハ
ビ
リ
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜　

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
３
日（
土
）

•
各
地
区
文
化
祭

▼
８
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜 

金
山
町
役
場

こ
れ
か
ら
の
予
定

案　
　
　
内

農
業
用
機
械
に
被
害
を

受
け
た
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　

町
で
は
、
昨
年
の
新
潟
・
福

島
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

農
家
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
た

め
の
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

▼
対
象
機
械
等

　

農
業
用
機
械
の
ほ
か
農
業
用

除
雪
機
と
農
業
用
格
納
庫
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

▼
申
請
対
象
期
間

　

平
成
24
年
12
月
31
日

　

な
お
、
本
名
下
原
地
区
農
地

を
所
有
す
る
方
で
、
修
繕
又
は

再
取
得
し
た
方
の
申
請
対
象
期

間
は
平
成
26
年
12
月
31
日
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
振
興
係

 

☎
54
–
５
３
２
１

年
に
一
回
は

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
、

結
核
の
早
期
発
見
を
！

　

福
島
県
内
で
は
平
成
23
年
に

２
２
８
名
の
方
が
新
た
に
結
核

を
発
症
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
約
６
割
が
65
歳
以
上
の
方
で

す
。

　

結
核
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
よ
り
治
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。長
引
く
咳（
２
週
間
以
上
）・

だ
る
さ
・
微
熱
、
胸
の
痛
み
な

ど
の
症
状
の
あ
る
方
は
す
ぐ
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
高

齢
者
の
方
は
症
状
が
あ
ら
わ
れ

に
く
い
た
め
、
65
歳
以
上
の
方

は
、
年
に
一
回
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

 

☎
54
–
５
１
３
５

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

届
け
出
が
必
要
で
す

　

新
築
や
老
朽
化
な
ど
で
不
要

に
な
っ
た
住
宅
・
倉
庫
・
土
蔵

な
ど
の
家
屋
を
取
り
壊
し
た
時

は
、
住
民
税
務
係
ま
で
家
屋
滅

失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
税

は
、
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在

の
台
帳
登
録
分
が
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し

て
も
家
屋
滅
失
届
が
提
出
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
家

屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
家
屋
の
新
築
や
増

築
な
ど
を
さ
れ
た
方
も
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

 

☎
54
–
５
１
２
１

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

 

強
化
週
間

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
セ

ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女

性
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
員

が
相
談
に
応
じ
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。）
で
も
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　

11
月
12
日（
月
）か
ら

　

11
月
18
日（
日
）ま
で

▼
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
７
時
ま
で

※
た
だ
し
、
11
月
17
日（
土
）、

11
月
18
日（
日
）は
午
前
10
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

▼
電
話
番
号

　

０
５
７
０
–
０
７
０
–
８
１
０

 

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４
–
５
３
４
–
１
９
９
４
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寄贈されたお地蔵さま

ご
寄
付
に
感
謝

10
月
は
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
で
す

　

県
で
は
、
関
係
団
体
と
協
力

し
て
不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
県
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油
の
製
造

や
販
売
、
使
用
に
関
す
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
県
庁
税
務

課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興

局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
０
２
４
–
５
２
１
–
７
２
０
５

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
２
–
29
–
５
２
６
１

年
末
調
整
説
明
会

　

会
津
若
松
税
務
署
で
は
、
平

成
24
年
分
の
年
末
調
整
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

11
月
16
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

※
受
付
は
午
後
１
時
〜

▼
会
場

　

三
島
町
町
民
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ

　

会
津
若
松
税
務
署

☎
０
２
４
２
–
27
–
４
３
１
１

　

金
山
町
の
魅
力
を
知
人
や
友

人
に
広
め
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

▼
入
会
金 

２
，０
０
０
円

　

入
会
金
を
納
め
ら
れ
た
方
に

は
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

▼
特
典

•
会
員
証
で
町
内
施
設
を
町
民

募　
　
　
集

奥
会
津
か
ね
や
ま

サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
募
集

　

と
同
じ
料
金
で
利
用
す
る
こ

　

と
が
出
来
ま
す
。

•
入
会
後
一
回
限
り
、
町
の
特

　

産
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

•
ご
希
望
の
方
に
は
観
光
Ｐ
Ｒ

　

用
の
名
刺
を
作
成
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観
光
係

 

☎
54
–
５
３
２
７

パ
ソ
コ
ン
教
室

参
加
者
募
集

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
画
像
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込

ん
で
、
加
工
し
た
り
、
取
り
込

ん
だ
画
像
を
使
っ
て
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日

　

11
月
６
日（
火
）・
13
日（
火
）

　
　
　

20
日（
火
）・
27
日（
火
）

　

12
月
４
日（
火
）

▼
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜

 

午
前
11
時
30
分

▼
場
所

　

開
発
セ
ン
タ
ー
２
階

 
視
聴
覚
室

▼
講
師

　

会
津
コ
ン
ピ
ュ
ー
フ
ァ
ー
ム

▼
テ
キ
ス
ト
代 

１
，０
０
０
円

　

定
員
は
10
名
で
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◎
申
込
み
…
中
央
公
民
館

 

☎
54
–
５
３
３
３

　

次
の
と
お
り
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

 

（　

）
内
は
前
任
で
す
。

【
10
月
１
日
付
】

▼
横
田
保
育
所
保
育
士
＝
栗
城

麻
衣（
川
口
保
育
所
保
育
士
）

町
職
員
人
事
異
動

　

神
奈
川
県
箱
根
町
在
住
の
栗

林
洋
子
さ
ん
か
ら
町
の
安
寧
を

願
い
、
創
作
地
蔵
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
地
蔵
は
役
場
２
階
復

興
政
策
課
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

地
蔵
の
寄
贈

　

川
口
高
校
は
現
在
、
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
分
校
化
の
危
機

に
あ
り
ま
す
。
川
口
高
校
の
後

援
組
織
で
あ
る
桐
径
会
は
、
川

口
高
校
が
本
校
と
し
て
存
続
す

る
た
め
に
、
署
名
活
動
を
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
署
名
活
動
の
期
間

　

10
月
中

▼
署
名
活
動
の
方
法

　

全
戸
訪
問

※
川
口
高
校
同
窓
会
の
協
力
を

得
て
巡
回
し
ま
す
。

お　
願　
い

川
口
高
校
を
本
校
と
し
て

存
続
さ
せ
る
署
名
活
動
を

行
い
ま
す

注　
　
　
意

　

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
（
ス
ギ
モ
ダ

シ
）
は
、
キ
シ
メ
ジ
科
ス
ギ
ヒ

ラ
タ
ケ
属
の
き
の
こ
で
、
大
き

さ
は
２
〜
７
㎝
あ
り
、
白
色
で

扇
形
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

す
。
栽
培
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

ス
ギ
、
マ
ツ
な
ど
針
葉
樹
の
切

り
株
、
倒
木
に
晩
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
発
生
し
ま
す
。

　

平
成
16
年
と
19
年
に
ス
ギ
ヒ

ラ
タ
ケ
を
食
べ
た
方
に
急
性
脳

症
を
疑
う
事
例
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
と
急

性
脳
症
の
関
係
に
つ
い
て
農
林

水
産
省
が
研
究
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
、
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の
成

分
が
急
性
脳
症
発
生
の
原
因
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ

は
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
振
興
係

 

☎
54
–
５
３
２
１

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
は

食
べ
な
い
で
く
だ
さ
い

人　
　
　
事

　

教
育
委
員
長
に
横
田
敏
宏
さ

教
育
委
員
会

ん（
越
川
）、
教
育
委
員
長
職
務

代
理
者
に
山
口
京
子
さ
ん
（
板

下
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
横

田
さ
ん
の
任
期
は
平
成
24
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
25
年
６
月
30

日
ま
で
、
山
口
さ
ん
の
任
期
は

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。
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町内各地区の放射線量
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線量についてお知らせします。
※測定結果は気象条件等により変動しますので、数値については目安としてご覧ください。
測定地点：各地区集会所 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

測定日地区名 7月23日 8月16日 9月25日 測定日地区名 7月23日 8月16日 9月25日 測定日地区名 7月23日 8月16日 9月25日
川 口 0.122 0.092 0.088 上 田 0.098 0.086 0.082 横 田 0.096 0.102 0.094 
小栗山 0.140 0.104 0.110 水 沼 0.170 0.152 0.142 上横田 0.108 0.102 0.102 
八 町 0.124 0.116 0.114 上大牧 0.102 0.102 0.100 土 倉 0.088 0.080 0.080 
玉 梨 0.124 0.132 0.130 下大牧 0.102 0.112 0.104 西 部 0.084 0.086 0.100 
西 谷 0.110 0.102 0.094 高 倉 0.108 0.098 0.120 大 塩 0.088 0.088 0.084 
本 名 0.114 0.114 0.112 大栗山 0.090 0.090 0.084 滝 沢 0.092 0.086 0.084 
橋 立 0.122 0.118 0.106 福 沢 0.126 0.110 0.112 田 沢 0.078 0.084 0.080 
大 志 0.090 0.096 0.098 三 更 0.118 0.114 0.106 山入１ 0.104 0.102 0.090 
板 下 0.076 0.068 0.080 沼 沢 0.202 0.172 0.206 山入２ 0.116 0.120 0.138 
宮 崎 0.092 0.094 0.094 太郎布 0.120 0.106 0.104 越 川 0.108 0.104 0.090 

自家消費用食品等の放射性物質簡易測定の結果について
　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示しています。
 （測定年月日　平成２４年８月２８日～９月２５日）
 ※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定をおこなっています。
　測定を希望される方は、保健福祉係へ事前予約が必要です。
　また、横田出張所にも自家消費用食品等の放射性物質簡易測定器を設置しました。
　測定を希望される方は、横田出張所へご連絡ください。
　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い合わせください。
 ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５（自家消費用食品について）
 横田出張所　☎５６－４１１１（自家消費用食品について）
 農林振興係　☎５４－５３２１（販売用食品について）　　

品　名 測定件数 未検出数 セシウム 品　名 検体数 未検出数 セシウム
（134＋137合計値） （134＋137合計値）

ハツタケ 3 0 １０.９６～１１.２ 鯉 1 1 ＮＤ
米 1 1 ＮＤ こごみ 2 1 ＮＤ～４１.４
カボチャ 2 2 ＮＤ 水 １８ １８ ＮＤ
サンボダケ 1 0 １３.２ ジャガイモ 2 2 ＮＤ
ウド 1 1 ＮＤ

　町では定期的に町水道の放射性
物質モニタリング検査をしています。
　９月１８日現在で町内水道水か
ら放射性セシウムは検出されてい
ません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　１０ベクレル／１ｋｇ
 ◎問い合わせ…上下水道係
 ☎５４－５３１５

水道水の放射性物質
検査結果

　原子力損害賠償紛争解決センターは、原子力発電所事故
によって被害を受けた方の損害賠償を迅速かつ公正に紛争
を解決することを目的として設置された公的な紛争解決機
関です。
　予約は不要ですので「和解仲介申立書の書き方」などの
和解仲介手続の説明を希望される方は、直接お申し込みく
ださい。
【場　　所】会津若松市一箕町松長１－１７－６２
【受付時間】９時～１７時（平日）
◎問い合わせ…センター共通フリーダイヤル
☎０１２０－３７７－１５５※１０時～１７時（平日のみ）

原子力損害賠償紛争解決センター
福島事務所会津支所のご案内
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〈放射性物質検査の概要〉
•検査は、旧市町村ごとに区分し、昨年度のモニタリング結果を踏まえた検査密度で行い、結果を
公表します。
•旧市町村ごとに全ての検体が基準値（セシウムの合計で１００ベクレル／ｋｇ）以下の場合は、
出荷・販売が可能となります。
•基準値を上回った場合は、旧市町村ごとで出荷・販売の自粛をお願いします。

○調査の結果は、直接通知するほか、県のホームページへ掲載します。
　不明な場合は農業振興普及部や農業普及所にお問い合わせください。

 ◎問い合わせ…会津農林事務所　農業振興普及部
 ☎０２４２－２９－５３０３
 会津坂下農業普及所金山普及所　
 ☎５４－２８０１

大豆・小豆・秋そばを出荷・販売する
農家の皆様へ大切なお知らせ　

　県では、２４年産大豆、小豆、秋そばの緊急時環境放射線モニタリングを行いますので、検査への
ご理解とご協力をお願いします。

大豆、小豆、秋そばの検査は、旧市町村ごとに実施します。
出荷・販売については、旧市町村ごとの検査結果がでるまで、控え
てください。

稲わら、麦わら、もみが
ら等を田畑の土壌改良
に使用する場合
　平成２４年度産以降の稲及び麦から
なる稲わら、麦わら、もみがら及びも
みがらくん炭を土壌科料資材として利
用する場合には、土壌改良資材の暫定
許容値（４００ベクレル／ｋｇ）以下で
あることを確認して使用してください。
　上記品目の放射性物質の測定は役場
保健福祉係で受けることができます。
 ◎問い合わせ…農林振興係
 ☎５４－５３２１
 ※測定については…保健福祉係
 ☎５４－５１３５

野生きのこを出荷される皆様へ
　福島県では、昨年度から野生きのこの放射性物質
のモニタリング検査を行っており、複数の市町村で
国の暫定規制値（当時）を超える放射性セシウムが検
出され、県内の４５市町村で野生きのこの摂取及び
出荷が制限されています。
　今年度も、野生きのこのモニタリング検査を実施
しますので、出荷される皆様は検査の協力をお願い
します。
 ◎問い合わせ…農林振興係
 ☎５４－５３２１

米の全袋検査のお知らせ
　平成２４年度産米については、全ての米を対象に
「全袋検査」をしています。
　出荷米だけでなく、自家消費米や贈答用の米も必
ず検査するようにしてください。
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お じ ゃ ま し ま す

文化祭実行委員の栗田君（左）と雪下君
　

10
月
19
日
〜
21
日
開
催
さ
れ

る
川
口
高
校
若
桐
祭
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
文
化
祭
実

行
委
員
長
の
栗
田
圭
介
君
（
小

栗
山
・
３
年
生
）と
副
実
行
委
員

長
の
雪
下
雄
也
君
（
本
名
・
３

年
生
）
に
若
桐
祭
に
向
け
て
の

意
気
込
み
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

思
い
を
込
め
た
テ
ー
マ

「
今
年
、
第
25
回
を
迎
え
る
若

桐
祭
の
テ
ー
マ
は
掌

て
の
ひ
ら〜

未
来
は

ボ
ク
ら
の
手
の
中
に
〜
で
す
。

昨
年
は
大
震
災
や
原
発
事
故
、

豪
雨
災
害
と
い
う
災
難
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
時

期
だ
か
ら
こ
そ
自
分
た
ち
の
手

で
、
未
来
を
つ
か
み
取
り
た
い

と
の
思
い
を
込
め
て
こ
の
よ
う

な
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
従
来
、

若
桐
祭
は
日
曜
日
の
み
の
公
開

で
し
た
が
、中
学
生
を
は
じ
め
、

よ
り
多
く
の
方
に
現
在
の
川
口

高
校
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
、
土
日
の
二
日
間
公
開
と
し

ま
し
た
」
と
会
長
の
栗
田
君
は

今
年
の
若
桐
祭
の
特
長
を
話
し

ま
し
た
。

手
探
り
の
企
画
立
案

　

副
実
行
委
員
長
を
務
め
る
雪

下
君
は
「
３
年
に
一
度
の
大
文

化
祭
な
の
で
、
生
徒
の
中
で
実

際
に
関
わ
っ
た
人
が
な
く
、
担

当
の
割
り
振
り
や
企
画
を
練
る

た
め
に
手
探
り
の
状
態
が
続
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
若
桐
祭
で
は

〝
母
心
〞
お
か
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
、
ａ
ｖ
ｅ（
エ
イ
ブ
）の
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
、食
堂
や
お
化
け
屋
敷
、

縁
日
な
ど
の
ク
ラ
ス
企
画
の
他

に
、
授
業
で
行
っ
て
い
る
奥
会

津
風
土
体
感
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展

示
、
茶
道
、
華
道
の
展
示
な
ど

の
企
画
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
」

と
企
画
を
生
む
苦
労
と
若
桐
祭

の
見
所
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
む
若
桐
祭
に
、
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

くす玉の準備をする生徒たち

若桐祭を楽しんでください

川口高校若桐祭
文化祭実行委員会

一昨年に行われた民話まつり

マンドリン・アンサンブルによる
出前演奏会を開催します。
　明治大学マンドリン倶楽部ＯＢの皆さんによるコンサ
ートです。哀愁に満ちたギターやマンドリンの響きをお
楽しみください。入場は無料です。
〈演奏曲目〉
•丘を越えて・影を慕いて・荒城の月・
　赤とんぼ・故郷・青い山脈
•北国の春、ほか
〈日程・会場〉　
　１０月１３日（土）・本名公民館　開演　午後６時　
　１０月１４日（日）・ゆうゆう館　開演　午前１０時
　１０月１４日（日）・玉梨集会所　開演　午後２時
　１０月１５日（月）・福島県立川口高等学校
 開演　午前９時３０分
◎問い合わせ…ＮＰＯ法人奥会津金山あそびのがっこう
 ☎５４－２００３

かねやま民話まつり
　県重要文化財の旧五十島家住宅の
昔なつかしい風情を感じながら、民
話をお楽しみください。
▶と　き　１０月２７日（土）
　　　　　１３：３０～１５：００
▶語り部　金山むかしがたりの会　
▶会　場　旧五十島家住宅内
 （こぶし館となり）
※ごっつおまつり同日開催です。併
せてご来場ください。
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あ の 人 こ の 人
９月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

星　　　三　郎（88歳）板　下
酒　井　秋　生（86歳）山入一
齋　藤　ツルヨ（89歳）滝　沢

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（10月 1 日現在）

世 帯 数　1,111世帯（－ 3）
人　　口　2,436人　（－10）
　 男 　　1,157人　（－ 5）
　 女 　　1,279人　（－ 5）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

宮下病院だより宮下病院だより

　すすきをわたる風や庭の虫の声も涼やかで、秋まっ
さかりです。
　さて、奥会津のご年配の方が「家（うち）ほどいいの
は、江戸にもねえ」と言われます。我が家のよさは、
東京でも味わえない。家が一番という意味でしょうか。
一番ホッとできるのは、見慣れた風景、声、匂い、音、自
分の居場所が、住み慣れた家（自宅）なのだと思います。
　今年も町の年一回の健康診断を受け、その後、再検
査で多くの方が病院を受診されました。健康に気をつ
かわれている様子が、うかがわれました。でも、一方
では、「忙しい」「特に症状がない」「めんどうだ」と健
康診断を受けない方もいらっしゃいます。健康診断は、
健康な時に、お受け下さい。また、具合が悪く、お辛
い時は、我慢せずに、お早めに病院にいらして下さい。
　いつまでも、お元気で、笑顔で、大好きな「お家」
に過ごせたら、幸いと思います。
　なお、当院では、「訪問診療・訪問看護」も行ってお
ります。自宅療養、介護などで困っていらっしゃるこ
とがあれば、お気軽にご相談下さい。

外来看護師の　
　　　つぶやき

宮下病院　外来看護師　兼子香代子

今年も「秋の読書週間」がやってきました。秋の夜長に読書はいかがですか。
図書室ではたくさんの本をご用意して皆様をお待ちしております。

図 書 室 だ よ り

☆新書紹介
ビブリア古書堂の事件手帳２. ３ ／ 三上　廷　著（メディアワークス文庫）

　鎌倉の片隅にあるビブリア古書堂は、その佇まいに似合わず様々な客が訪れる。美しき女店主は頁をめくるように、
古書に秘められたその「言葉」を読みとっていく。彼女と無骨な青年店員が、その妙なる絆を目の当たりにしたとき思
うのは？

インストール ／ 綿矢　りさ　著（河出文庫）
　女子高生と小学生が携帯電話を使ってひと仕事…。押入れのコンピューターからふたりが覗いた“オトナの世界”とは！？

天空の城ラピュタ ／ 宮崎　駿　著（徳間書店）
　愛と冒険一空にうかぶ島、ラピュタへ！この大活劇こそ、宮崎駿の世界だ！名作アニメの感動を豪華絵本で再現！

お問い合わせ 金山町中央公民館 ☎５４－５３３３

一般書

☆図書館にある本のご紹介
•「プロが教える　わが家のシミ抜き＆選択術」…プロが教える家庭で出来る簡単なシミ抜き法など盛りだくさんです。

☆利用者の声
☆先日、福島県立図書館から新しい本がたくさん入ったので、ワクワクします。（４０代・女性）
☆絵本がたくさん入ったので子どもに読んであげたいです。（３０代・女性）
☆ミステリー小説がたくさんあってうれしいが、もう少しハウツー本があるといいです。（７０代・男性）

２０１２ 第６６回 全国読書週間
１０月２７日～１１月９日

～お一人様３冊まで、貸出期間は２週間です。土曜日も利用できます～

一般書

児童書
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

奥会津ごっつおまつり
○日時　１０月２７日（土）
　　　　　　　２８日（日）
　　　　午前１０時～午後３時
○会場　 町民体育館周辺
◎問い合わせ…商工観光係
　　　　　　☎５４－５３２７

　今年も奥会津のごっつお（ごちそう）
が一堂に会する「奥会津ごっつおまつ
り」が開催されます。
　例年どおり奥会津の風味豊かなそば
や新米でついた餅、ごっつお汁などの
秋の味覚が目白押しです。それに加え
て、奥会津金山赤カボチャをはじめと
する農産物やエゴマ油、会津地鶏など
も店頭に並び、皆さんの食欲を刺激し
ます。奥会津の秋の味覚を思う存分堪
能しませんか。

　１０月２８日（日）午前９時３０分から午後３時
まで町民体育館を会場に「かねやま健康と福祉まつ
り」を開催します。健康と福祉について関心を深め
ましょう。
〈内容〉緊急通報システム説明会
　　　　菊花展
　　　　赤十字奉仕団の炊き出しなど
 ◎問い合わせ…金山町社会福祉協議会
 ☎５４－３３３６

町特産品の奥会津金山赤カボチャ

健康と福祉まつりを開催

　

横
田
出
張
所
を
会
場
と
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
が
10
月
２
日

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度

の
テ
ー
マ
は
「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
画
像
の
取
り
込
み
」
で
す
。

取
り
込
ん
だ
画
像
を
ト
リ
ミ
ン

グ
（
画
像
の
一
部
だ
け
を
取
り

出
す
加
工
）や
色
の
調
整
な
ど
、

編
集
を
行
い
年
賀
状
や
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

　

講
師
は
、
会
津
美
里
町
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ン
ピ
ュ
フ
ァ
ー
ム

の
ス
タ
ッ
フ
で
、
複
数
体
制
に

よ
り
き
め
細
や
か
な
指
導
が
で

き
ま
す
。
受
講
者
９
名
の
パ
ソ

コ
ン
歴
は
様
々
。
孫
の
写
真
や

自
慢
の
作
品
の
写
真
を
カ
レ
ン

ダ
ー
に
で
き
る
と
、
今
か
ら
出

来
上
が
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

講
習
会
は
全
５
回
コ
ー
ス
で

毎
週
火
曜
日
の
午
前
９
時
半
か

ら
11
時
半
ま
で
開
催
し
ま
す
。

11
月
６
日
か
ら
は
開
発
セ
ン
タ

ー
で
開
催
予
定
で
、
現
在
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
見
学

も
可
能
で
す
の
で
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

 

☎
54
–
５
３
３
３デジカメのメモリーカードについて学ぶ受講者

デ
ジ
カ
メ
の
画
像
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
ろ
う
！

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
ス
タ
ー
ト
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